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（はじめに）

この４月より、後発医薬品（以下：後発品）に変更できる処方せんが増え、患者も後発品選択への関心が以前より高まってきている。薬局では後発品の選択や患者への対応をさらに充実させることが必要である。しかし、後発品についての患者への啓発はまだ十分とは言えず、後発品を選択するときの医薬品情報も十分でない場合がある。また、後発品の入手においては時間がかかる等の問題もある。

そこで、患者への後発品選択や使用についての啓発活動推進と、的確な医薬品情報の収集や管理等について検討を行った。今回はその内容と検討する過程で挙がった課題について報告する。

（内容）

薬局における

· 後発品啓発活動

· 処方薬に対応した後発品リストの作成と活用

· 後発品選択に必要であると考える情報の収集と管理
· 患者の要望や状況の整理と対応方法の確立
· 後発品入手方法の確立
について検討を行い、実務での運用を試みた。
（結果）

患者がメディア等で入手した後発品の情報だけでは後発品について正しい知識を得ることができない場合もあり、薬剤師による正確な後発品啓発活動が必要であることが確認できた。必要な情報の整理を行うことで患者に適切な情報提供を行うことができ、患者対応のポイントを明確にしたことで業務の効率化を図ることができた。そして後発品入手方法を適切に選択することも業務効率化において重要であることが確認できた。
（今後の課題）

今後、後発品使用促進はさらに進むと考えられ、患者の後発品についての理解を推進することや、後発品選択に必要な医薬品情報をさらに充実させること、患者へ適切な情報提供を行っていくことなどが必要となる。しかし必要な情報の整備がまだ十分ではない場合や、医薬品の流通や包装単位の課題も残っている。卸やメーカー、医療機関と連携し、患者に適切な医薬品と情報を提供することが重要である。また、地域における後発品備蓄情報の共有なども今後充実させていくことが必要であると考える。そして後発品について、薬局として評価すべきことを積極的に行っていくことが、患者が安全で有効な医薬品を使用していく上で重要であると考える。
